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日立志朗手許

論理スワップアウト処理方式

仮想記憶方式のコンピュータシステ

ムで,TSSジョブはトランザクション

処理が終了するとスワップアウトされ

る｡このとき,主記憶装置に余裕があ

れば実際に当該ジョブを補肋記憶装置

ヘスワップアウト(物理スワップアウ

ト)することなく,主記憶装置へとどめ

たままスワップアウト状態とする(論理

スワップアウト)ことが行われている｡

物理スワップアウトにはⅠ/0パージと呼

主記憶装置

実行中ジョブ

実行中ジョフ

ジョブ

論理スワップ

アウトジョブ

)

図l ジョブのスワップアウト方式

ばれる仕掛り中のⅠ/0動作を終了させ

る処王堅が必要である｡

従来,トランザクション処理が終了

するときⅠ/0パージを行い,その後論理

スワップアウトを行うか,物理スワッ

プアウトを行うかを決定していた｡こ

のため,不要なⅠ/0パージが行われ,オ

ーバヘッドがかかることになっていた｡

本発明は,不要なⅠ/0パージを排し高

速化を達成したものである｡

lノ0パージ＋物理スワップアウト

論理スワップアウト

補助記憶装置

退避中ジョブ

退避中ジョフ

トランザクション処理が終了すると,

主記憶装置の空き状態,ジョブの種類

などに応じて当該ジョブを論理スワッ

プアウト扱いとするか,物理スワップ

アウト扱いとするかを決定し,これに

続いて図1に示すように,論理スワッ

プ扱いのときはⅠ/0パージをすることな

く論理スワップアアウト状態とし,物

理スワップアウト扱いのときはⅠ/0パー

ジを行い,そして物理スワップアウト

を行う｡

1.特長･効果

論理スワップアウトを行う際のⅠ/0パ

ージ処理を省略できる｡Ⅰ/0パージは,

Ⅰ/0装置の台数が増えるにつれ必要な

処理ステップ数が増えるものであり,

多数のⅠ/0装置を持つコンピュータシス

テムでは,特にオーバヘッド削i成に寄

与する｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1339548号

｢論理スワップアウト処理方式+

ステーション診断方法

複数の端末装置が集線装置を介して

閉リング伝送路に接続されるネットワ

ークで,集線装置内には内部ステーシ

ョンが設けられ,この内部ステーショ

ンが伝送路の折り返しなど当集線装置

ポート

に関する構成制御を行う｡

日立製作所は,集線装置内に内部リ

ング伝送路を形成することによって,

自装置の診断を行う方法を開発した｡

図1に示すように,端末装置を伝送
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図l 集線装置の診断方法

集線装置
集線装置

路からバイパスさせ,SW3及びSW4

を伝送路から切り離して折り返すと,

内部ST2を含む内部リングが形成され

る｡したがって,内部ST2からこの内

部リングに自分をあて先とする診断デ

ータを送出することによって,当集線
装置の診断を行うことができる｡同様

に,端末装置を伝送路からバイパスさ

せ,SWl及びSW2を伝送路から切り

離して折り返すことによって,内部ST

lを含む内部リングを形成でき,この

内部リングによって当集線装置の診断

を行うことができる｡

l. 特長･効果

(1)二重系リングを折r)返すために使

用されるスイッチを,そのまま利用する

ことによって内部リングを形成でき,

集線装置の診断を行うことができる｡

2.】是供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭6ト柑7444号

｢ステーション診断方法+
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日立志望特許

共通伝送路を用いた情報の伝送方法

図=に示すように,共通の信号伝送

路にそれぞれ接続された複数の機器(例

えば,計算機,入出力機器など)Sl-

Snの間でデータの1受受を行う場合,従

来,図2(a)に示すように,送信側機器

は受信すべき機器を指定するための受

信先アドレスを付加して,データを送

信していた｡そのため,各機器は,送

受信機器関係を前もって認識し,送信

に先立ちデータのあて先機器のアドレ

Sl

Sn

S2

ス(受信先アドレス)を設定してお〈必

要があった｡

本発明は,受信先アドレスを付ける

ことなくデータを送出し,各機器がデ

ータの内容に応じて,各々の判断で必

要なデータを自律的に取り込むことの

できる伝送方式で,各機器Sl～Snは,

図2(b)に示すように,データの内容を

表す内容コードをデータに付け,共通

信号伝送路に送出し,各機器にあらか

機器

S3

情報パケット

⊂∃
/

共通信号伝送路

図l システム構成
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図2 伝送方式

内容

コード
データ

(b)本発明の方式

じめ登録されている内容コードと,共

通信号伝送路上に流れてきたデータの

内容コードとを比較し,両者のコード

が一致すれば,そのテ小一タを受信する

ようにした｡

l.特長･効果

(1)送信側機器は,送出したデータを

どの機器が受信するかを前もって知っ

ておく必要がなく,機器間で送受信関

係を事前に取り決めておく必要はない｡

(2)伝送システムの稼動中に,機器の

増設や状況変動を許容でき,拡張性に

優れている｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1271003号

｢共通伝送路を用いた情報の伝送方法+

ループ伝送システム

ループ伝送システムで,信頼性を上

げるために,従来,ループ状伝送路を

二重化し,各伝送路上に伝送制御装置

を設置し,これらの伝送制御装置を介

して,端末装置間でのデータ伝送が行

われているが,この場合,ループの一

方が異常であれば,他方が正常であっ

ても,一部の正常な伝送制御装置がデ

ータの伝送を行うことができなくなる

ことがある｡

本発明では,図1に示すように,各

ループ(丑,(参上の一対の伝送制御装置

(⑪と㊧,⑲と㊧,⑬と⑳など)にう(迂)

回路用伝送路(⑪,⑲,⑬など)を接続

し,かつ端末(⑪,⑫,㊨など)をも接

続するとともに,大ループ(丑又は②の

伝送系に異常があるときには,伝送制

御装置は,う回路用伝送路上に,図2
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図l システム構成
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図2 メッセージ構成

に示すように,通常のデータDCの外に

う回用コードBCを含むメッセージを送

信する｡その際に,う回用コードBCを

セットするとともに,このう回路用伝

送路上のメッセージを受信した際に,

受信メッセージ上のう回コードBCをリ

セットして大ループに転送することに

よって,う回路を構成できる｡

l.年寺長･効果

どちらのループ上の伝送制御装置の

異常に対しても伝送を続行でき,う回

路の構成によって端末間の伝送を可能

とする｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第IZ710IO号

｢ループ伝送システム+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は･‥ 株式合赴日立製イE祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)214-31川(直通)特許部特許営業グループ
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‾‾‾‾蜜豆東面‾‾

ネットワーク機能付加｢ファクシミリメールHIMAl+2100F+

ファクシミリの通信量は増加の一途

をたどり,通信形態も地域ごとの集中

の形から地域間を結ぶ形に変化してき

ている｡更に,高速ディジタル回線の

急速な普及がこれを肋良している｡

そのため,既に昭和61年6月に販売を

開始したHIMAIL2100Fファクシミリ

メールに対し,このほどネットワーク

機能の追加を行った｡

これはHIMAIL相互間を高速ディジ

タル回線などの専用線で直接接続する

もので,広域にわたるファクシミリ通

信の高速化と効率化を果たすことがで

きる｡また,対向形,多段形,環状形,

メッシュ形,スター形など綱構成上に

♂

公
衆
網

鞄
高速ディジタル

回線

]
公
衆
網

.遍蔓二

制約がないため,利用規模,利用形態

に応じたネットワークが構築できる｡

複数のHIMAILを設置することで,

通信量に見合った経済的な設備投資が

可能で,綱全体としての蓄積ファイル

容量が拡大でき蓄積能力が大きくなる｡

更に,全HIMAILからの一斉送信によ

る相手先数の拡大と同報所要時間の迅

速化などの効果がある(図1)｡

1. 主な特長

(1) システム拡張J性

通信量や利用者の増加(500端末)に

応じて,容易にHIMAILを追加できる｡

(2)通信コスト低減

図l ネットワーク構成例

公
衆
網

鞄

表I HIMAIL2100Fの主な仕様

項 目 仕 様

適用端末種別 CClTTG3ファクシミリ

ネットワーク規模 最大8ノード

‾11MAル間伝送速度 9.6k～64kビット/′秒

ごH

とl
M

A

l

+

収容端末数 最大500

収容回線数 最大3Z

交換能力 2.000板7石て垂4)
蓄積能力 最大8′0両夜〔A4)
記録画面 A4･B4

遠距離通信でも,最も′受信先に近い

HIMAILからファクシミリ送信するの

で,公衆網一専用線網一公衆網の接続で,

中継回線分の料金低減ができる｡

更に,同報時は中継路は1回の送信

だけ行い,その先のHIMAILから同報

を行うので料金低減ができる｡

(3)配達ルート自動選択

利用者が相手先を指定するだけで,

システムは自動的に配達ルートを選択

する｡また,ルート障害時は別ルート

を再選択し,う(迂)回する｡

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

音声メールシステム｢HIMAル∨シリーズ+

近年,オフィスの通信は音声,デー

タの複合通信の時代に入ったが,電話

による音声通信は依然として重要な通

信手段で,効率的な運用が必要である｡

今回発売したインテリジェントな音声

メールシステムは,留守番電話機能を

集合化した第1世代のものと異なり.

次のような特長を持っている(図1)｡

(1)電話交換手の機能を自動化

音声メールシステムを構内交換機と

連動させ,発信者が音声ガ､イデンスに

従って内線番号をプッシュホンで指定

図I HIMAlJVの外観

すると∴交換手に代わってその内線に接

続する｡相手が話し中や留守のときに

は,相手先を変えることや伝言メッセ

ージを録音することもできる｡これに

より交換手の負‡旦を減らL,また夜間

など交換手が不在でも内線に接続する

ことができるだけでなく,留守番電話

の機能をも合わせて持つことができる｡

(2)情報案内サービスを自動化

ユーザーからの問合せに対し,音声

で情報案内サービスを行える｡ユーザ

ーはプッシュホンの操作によって,必

要な情報をi欠々に引き出すことができ

る｡また,音声によって注文を残すこ

ともでき,テレホンショッピングや各

種情報案内サービスに効果的である｡

(3)話し中や留守の相手にも通信が可

能

相手が話し中や留守のとき,伝言メ

ッセージを残せる｡また,自分が留守

のとき,電話をかけてきた人にメッセ

ージを聞かせることもできる｡このよ

表l 主な仕様

形式 HIMAル 川MAiし

項目 60V 65V

回 琴 塾▼

音声蓄積時間合計

4～16回線

標準5時間 標準15時間
最大10時間 最大30時間

メールボックス数 最大l′080メールボックス

複数システム接糸売数 最大10システム

サービス指定信号 PB信号

外 形 寸 法
幅410×奥行525
×高さ660(mm)

うに,直接電話ができない相手にも効

率よく意思の疎通が図れる｡

(4)その他の機能

複数の相手への電話を1回で済ませ

る同報機能や,伝言メッセージの秘密

保持ができる親展機能などを持ち,効

率化を図ることができる｡

HIMAIL Vシリーズの主な仕様を

表1に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)
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製品紹介

HM-1442A変復調装置

データ通信ネットワークの広域化,

多様化及び大規模化が急速に進展して

いる｡こうした中で,回線の効率的利

用･回線料金の低減が強く望まれてお

り,回線速度の高速化を図る必要があ

る｡これらのニーズに対応するために,

高速データ通信に最適で,国際標準

CCITT勧告にも準拠した1万4,400ビ

ット/秒モデム,HM-1442Aを開発した

(図り｡

l.主な特長

(1)CCITT勧告Ⅴ.33に準拠

同勧告に準拠した1万4,400ビット/

秒と1万2,000ビット/秒のデータ伝送

が可能であり,独自に9,600ビット/秒

もサポートしている｡

⑳仰▲t､-11kl乍一三Å

図I HM-1442A変復調装置

(2)誤り訂正符号化(トレリス コーデ

ィング)と高性能自動等化の才采用

信号点の最適配置によって,誤り率

を改善する誤り訂正符号化方式と,信

号が回線から受ける各種のひずみを自

動的に補正する高性能自動等化技術の

採用によって,高品質なデータ伝送が

可能となる｡

(3)′ト形･軽量化

信号処理プロセッサの採用をはじめ

として大幅なLSI化が図られており,日

‾‾‾‾ユ+‾外‥
′ノ■▼′■′､/■､ノー､HH-r〕＼Ul`〔＼′一リ

6,

重量で約‡という小形･軽量化を達成
した｡

(4)豊富な試験･診断機能

オートリモートループ試験機能,ポ

ーリング試験機能,511ビットランダム

パターン発生機能,及び誤りビット検

出機能を持っており,障害発生時の障

害切分けに威力を発揮する｡

(5)集合タイプ

床面積に対する実装効率を向上でき

る集合タイプとして,HM-1442Uを準

備した｡

立製作所の従来製品比で容積で約

表l 主な仕様

項 目 仕 様

適 用 回 線
4線式専用回線及び同等構
内回線

通 信 方 式 全二重通信

変 調 方 式
直交振幅変調

(CC汀丁勧告∨.33準拠)

通 信 速 度
14.400,lZ′000,9′600

ビット/秒

変 調 速 度 2′400ボー

搬 送 周 波 数 l.800Hz

送信出力レベル 0～-3IdBm

受信人カレベル 0～-4DdBm

等 化 器
適応形自動等化器及び固定

等化器

イ ンタフェース
CC什丁勧告∨.24,∨.28及び
+lS X5101

寸 法 約210mmX約335mm

(幅×奥行×高さ) ×約60mm

重 量 約2.5kg

適合認定者号

(認定年月日)
L8了-NO70-0(62.2,24)

2.主な仕様

表1にHM-1442A変復調装置の主

な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)
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